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安
倍
内
閣
の
格
差
・
貧
困
対
策
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

安
倍
内
閣
の
格
差
・
貧
困
に
関
す
る
考
え
方
を
お
尋
ね
す
る
。

１

貧
困
は
、
自
己
責
任
か
、
社
会
の
責
任
か
、
ど
ち
ら
だ
と
お
考
え
か
。
お
答
え
で
き
な
け
れ
ば
、
ど
ち
ら
に
よ
り
比
重

が
あ
る
と
お
考
え
か
。

２

格
差
に
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

３

安
倍
内
閣
の
格
差
是
正
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
お
教
え
願
い
た
い
。

４

日
本
の
格
差
（
ジ
ニ
係
数
や
相
対
的
貧
困
率
を
指
標
と
す
る
）
が
、
現
在
よ
り
も
拡
大
す
る
こ
と
は
仕
方
が
な
い
と
考

え
る
か
、
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
る
の
か
。

５

安
倍
内
閣
の
経
済
政
策
に
よ
っ
て
、
日
本
の
格
差
は
、
拡
大
す
る
方
向
に
進
む
と
お
考
え
か
。

６

所
得
再
分
配
政
策
は
、
消
費
性
向
の
高
い
低
所
得
者
へ
の
所
得
分
配
に
つ
な
が
り
消
費
を
喚
起
し
、
内
需
拡
大
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
、
安
倍
内
閣
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

７

安
倍
内
閣
に
お
け
る
格
差
対
策
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
ご
と
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

一



二

今
年
八
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
戦
後
最
大
幅
の
生
活
保
護
の
生
活
扶
助
基
準
切
り
下
げ
に
関
連
し
て
発
生
す
る
問
題
に
関
す

る
考
え
方
を
お
尋
ね
す
る
。

１

生
活
保
護
基
準
の
切
り
下
げ
で
、
生
活
保
護
受
給
者
以
外
の
低
所
得
者
対
策
に
お
い
て
、
低
所
得
者
の
定
義
が
変
わ

り
、
低
所
得
者
対
策
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
負
担
増
に
な
る
人
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
負
担
増
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
制
度
の
数
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
田
村
厚
生
労
働
大
臣
は
「
そ
の
点
に
関
し

て
は
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の
で
、
現
在
そ
れ
を
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
（
略
）
」
と
答
弁
し
て
い
る
（
平
成
二
十
五

年
二
月
七
日
衆
議
院
予
算
委
員
会
）
。

今
後
、
把
握
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。
把
握
す
る
予
定
が
な
け
れ
ば
、
把
握
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

２

生
活
保
護
基
準
の
切
り
下
げ
で
、
生
活
保
護
受
給
者
以
外
の
低
所
得
者
対
策
に
お
い
て
、
低
所
得
者
の
定
義
が
変
わ

り
、
低
所
得
者
対
策
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
負
担
増
に
な
る
人
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
点
を
質
し
た
と
こ
ろ
、
下
村
文
部
科
学
大
臣
は
「
就
学
援
助
、
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
、
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
補
助
、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制
度
、
災
害
共
済
給
付
掛
金
、
大
学
授
業
料
減
免
、
高
等
学
校
奨
学
金
、
私
立
小
中

高
等
学
校
授
業
料
減
免
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
生
活
保
護
に
影
響
し
な
い
よ
う
に
、
現
状
の
状
況
で
対
応
す
る

二



よ
う
に
政
府
と
し
て
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
対
象
は
現
状
の
ま
ま
維
持
し
ま
す
か
ら
、
あ
え

て
数
を
数
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
て
い
る
（
平
成
二
十
五
年
二
月
七
日
衆
議
院
予
算
委
員
会
）
。

「
対
象
は
現
状
の
ま
ま
維
持
す
る
」
と
の
答
弁
は
間
違
い
な
い
の
か
。

３

下
村
大
臣
が
答
弁
し
た
大
学
授
業
料
減
免
は
、
大
学
が
独
自
に
生
活
保
護
基
準
を
参
照
し
て
実
施
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
が
、
大
学
に
対
象
人
数
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
は
本
当
に
で
き
る
の
か
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
法
で
対
象
を
維
持

す
る
の
か
。

４

就
学
援
助
も
補
助
金
が
あ
る
と
は
い
え
、
地
方
自
治
体
独
自
の
政
策
で
あ
る
。
対
象
人
数
を
維
持
す
る
こ
と
は
本
当
に

可
能
か
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
法
で
対
象
人
数
を
維
持
す
る
の
か
。

５

就
学
援
助
の
対
象
人
数
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
生
活
保
護
基
準
を
切
り
下
げ
て
か
ら
何
年
間
実
施
す
る
の
か
。
次
回
の

生
活
保
護
基
準
改
定
ま
で
の
措
置
か
。
時
限
措
置
な
の
か
、
恒
久
措
置
な
の
か
。

６

最
低
賃
金
も
、
生
活
保
護
基
準
切
り
下
げ
に
伴
う
影
響
は
受
け
な
い
と
明
言
で
き
る
の
か
。

７

地
方
税
非
課
税
世
帯
ラ
イ
ン
も
、
生
活
保
護
基
準
切
り
下
げ
に
伴
う
影
響
は
受
け
な
い
と
明
言
で
き
る
の
か
。

８

低
所
得
者
対
策
で
、
生
活
保
護
基
準
等
を
参
考
に
し
て
対
象
を
決
め
て
い
る
対
策
（
国
、
地
方
、
民
間
の
制
度
・
仕
組

三



み
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
・
仕
組
み
の
対
象
人
数
を
併
せ
て
、
す
べ
て
お
示
し
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
ご
と
に
対
象
を
維
持
す
る
手
法
を
お
示
し
願
い
た
い
。
平
成
二
十
五
年
二
月
五
日
の
答
弁
書
で
も
お
示
し
い
た
だ

い
た
が
、
そ
れ
に
追
加
願
い
た
い
。

９

生
活
保
護
基
準
は
下
げ
て
も
、
生
活
保
護
基
準
を
参
考
に
し
て
い
る
低
所
得
者
の
定
義
を
下
げ
な
け
れ
ば
、
国
の
最
低

生
活
ラ
イ
ン
が
二
つ
で
き
あ
が
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。

三

生
活
保
護
受
給
者
に
関
し
て
お
尋
ね
す
る
。

１

年
間
の
生
活
保
護
受
給
者
の
自
殺
率
と
、
国
全
体
の
自
殺
率
を
過
去
、
さ
か
の
ぼ
れ
る
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
お
示
し
願

い
た
い
。

２

国
全
体
の
自
殺
率
は
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
生
活
保
護
受
給
者
の
自
殺
率
が
増
加
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
理

由
を
ど
う
考
え
る
か
。

３

生
活
保
護
受
給
者
全
体
に
占
め
る
知
的
障
害
者
の
率
、
発
達
障
害
者
の
率
、
精
神
疾
患
者
の
率
を
、
国
全
体
と
比
較
し

て
、
お
示
し
願
い
た
い
。
調
査
が
な
い
と
す
れ
ば
、
調
査
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

質
問
番
号
ご
と
に
、
具
体
的
に
ご
回
答
を
い
た
だ
き
た
い
。

四



右
質
問
す
る
。
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